
【目指す姿】

愛鷹山愛鷹山

駿河湾駿河湾

地域のシンボルとして、歴史を伝え、
継承する場となっていく

沼津IC沼津IC

沼津市街沼津市街

首都圏から沼津へ首都圏から沼津へ

道路構造物の周辺にゆと
りある空間を確保し、人々
の営みを生み出すことで、
「人」が古墳を守っていく
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沼津駅沼津駅

246
大規模集落

（足高尾遺跡群）

大規模集落

（足高尾遺跡群）

【古代】

愛鷹山愛鷹山

浮島沼浮島沼

駿河湾駿河湾

高尾山古墳高尾山古墳舟運舟運

大和から東へめぐる大和から東へめぐる

かつての舟運の終着点、集落
の入口にあたる場所に立地
し、地域のシンボル的存在

スルガの国の政治的統一を示すもの
として、高尾山古墳が築造された

【近現代】

愛鷹山愛鷹山

駿河湾駿河湾

古墳と神社の一体的な姿は、地域の
原風景として育まれてきた

沼津駅沼津駅
沼津市街沼津市街

高尾山古墳の形態
出典：高尾山古墳ガイドブック

準構造船 (弥生時代後期～古墳時代 )
出典：遺跡 町の考古学 船の歴史 159

版築技法
出典：高尾山古墳ガイドブック

一本の木をくりぬいて作った丸木舟を船底にし
て、舷側板などの船材を加えた準構造船

異なる種類の土を層状に突き
固めて頑丈に造る版築技法

ス ル ガ の 記 憶 を ま も り 文 化 を つ な ぐ

・高尾山古墳は、この地域の最初の政治的統一、東日本における古墳時代への
独自な移行を示す古墳時代初期の最古級かつ最大級の古墳である。

・前方後方墳という沼津で唯一の墳形が特徴的である。
・版築技法により、数種類の土を層状に突き固めて墳丘が形作られている。
・主体部が明らかになっており、木棺等が出土している。当時は、一本の丸木
から作った丸木舟や準構造船を木棺として転用することもあったという。か
つての浮島沼近辺では、こういった準構造船転用木棺も出土している。

　古代、当時の主な交通手段であった舟運の拠点とし
て交易で栄えたスルガの国、その栄華の記憶を大地に
刻んだのが、王の墳墓である高尾山古墳であった。
　その後、この記憶は人々から忘れ去られ、古墳は緑
の木々に覆われ、神社が祀られた鎮守の森として親し
まれてきた。
　今回の道路整備をきっかけとして、高尾山古墳が再
び往時の姿をあらわし、“今”の生活を支える道路と
周辺の空間はそれをやさしくまもり一定の距離をとり
ながら柔らかく包み込むようにデザインする。
　そして往時、古墳が交通の要衝に位置し地域の繁栄
のシンボルであったことを鑑み、現代でも沼津のまち
のエントランスにあたる地域の顔として走行空間から
象徴的にみることができるような関係をつくりだす。
　道路との一体整備により生活環境の真ん中にあらわ
れた古墳は、地域の方に古代から連綿と続く人々の営
みを想起させ、学びや活用を通して、“古代”の記憶
を“未来”に伝え、現代の生きられた場として地域の
文化を育んでいく。

【古　　墳】　大切に保存し、地域の宝として未来へ引き継ぐ古墳

【道　　路】　地域住民と来訪者が安全かつ快適に使いやすい道路空間

【橋　　梁】　古墳を守り、やわらかく時空をつなぐ橋

【トンネル】　古墳を確実に残し、後世に引き継ぐトンネル

対象地周辺は、古代より交通の要衝として発展してきた。当時の中
心地であった大和から東へ辿る人々が、愛鷹山と浮島沼に挟まれた
平地を抜け、最初に目にしたのが高尾山古墳の偉容であったと考え
られる。

高尾山古墳上に地域の拠り所として 2 つの神社が建てられ、その姿
は地域の原風景として育まれてきた。現在は、道路整備に伴って神
社が遷座し、地域の歴史や成り立ちを紐解く上で欠かすことのでき
ない高尾山古墳は人々に認識されづらい状況である。

今回の整備を機に、沼津への入口・地域のシンボルとして高尾山古
墳を復元し、地域の宝として学び、活動できる空間を創出する。

■高尾山古墳と地域の関係性、目指すべき姿■高尾山古墳の特徴

■デザインの基本方針
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